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一
般
質
問
は
、
提
出
さ
れ
た
議
案
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
政
全
般
に
対
し

て
、
議
員
が
執
行
者
の
考
え
方
を
た
だ
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

　

３
月
定
例
会
で
は
、
３
月　

日
・　

日
の
本
会
議
で　

人
の
議
員
か
ら

１５

１６

１７

質
問
が
行
わ
れ
、
論
議
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
以
下
は
質
問
・
答
弁

の
概
要
で
す
（
掲
載
は
質
問
順
、
６
ペ
ー
ジ
ま
で
続
き
ま
す
）
。

　

問　

市
長
は
、
１
期
目
は
「
９

つ
の
政
策
」
を
基
本
方
針
に
掲
げ

て
、
民
間
企
業
の
経
営
手
法
を
取

り
入
れ
た
行
政
経
営
へ
の
転
換
を

進
め
、
市
民
本
位
の
施
策
を
展
開

新
政
会　
　
　

山
田　

晴
義

市
長
と
し
て
こ
れ
ま
で
の
実
績

評
価
と
来
期
へ
の
意
向
を
伺
う

し
て
き
た
。
こ
の
実
績
を
土
台
と

し
て
さ
ら
に
改
革
を
前
進
さ
せ
、

将
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
、「
７
つ
の
目
標
」を
掲
げ

て
２
期
目
に
当
選
さ
れ
た
。
こ
の

８
年
で
本
市
は
大
き
く
変
わ
っ
た

と
実
感
し
て
い
る
。市
長
は
、８
年

間
の
成
果
を
ど
う
評
価
し
て
い
る

か
。
ま
た
、初
当
選
後
、市
長
の
在

任
期
間
は
３
任
期
を
超
え
な
い
と

す
る
条
例
を
制
定
し
て
い
る
が
、

こ
の
間
は
自
ら
の
責
任
に
お
い
て

や
り
抜
く
覚
悟
で
あ
る
と
理
解
し

て
い
る
。
立
候
補
を
考
え
て
い
る

の
か
、
来
期
へ
の
意
向
を
伺
う
。

　

答　

１
期
目
は
、
市
民
生
活
に

密
着
し
た
政
策
を
中
心
に
思
い
切

っ
た
改
革
断
行
に
手
を
つ
け
た
刷

新
の
第
一
歩
で
あ
っ
た
。
２
期
目

は
、
さ
ら
に
改
革
を
推
し
進
め
、

将
来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
挑
戦
を
第
二
歩
目
と

考
え
、
市
政
運
営
に
誠
心
誠
意
努

力
し
て
き
た
。
特
に
、
こ
の
４
年

間
で
は
、
教
育
、
子
育
て
に
力
を

注
い
で
き
た
。
実
績
評
価
と
し
て

は
、
お
お
む
ね
思
い
描
い
た
も
の

が
達
成
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
防
災
対
策
な
ど
の
新
た
な

課
題
や
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
た
重
点
事
項
を
、
国
や
県
と

の
関
係
を
最
大
限
に
活
用
し
、
確

実
に
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
が
私
の

使
命
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
市

長
選
に
出
馬
す
る
決
意
で
あ
る
。

改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム　

安
藤
多
恵
子

　

問　

平
成　

年
度
に
向
け
て
、

２４

市
民
協
働
事
業
の
提
案
が
市
民
側

と
行
政
側
の
両
方
か
ら
提
出
さ

れ
、
両
者
の
考
え
方
を
互
い
に
持

ち
寄
り
、
協
議
す
る
場
と
し
て
市

民
協
働
市
場
が
開
か
れ
た
。
市
民

新しい公共を創造

する市民協働事業

の次のステップは

協
働
が
具
体
的
な
提
案
と
な
り
、

新
し
い
公
共
を
創
造
す
る
た
め
の

新
た
な
ス
テ
ッ
プ
が
大
き
く
踏
み

出
さ
れ
た
こ
と
は
評
価
す
る
が
、

提
案
の
状
況
は
ど
う
だ
っ
た
の

か
。
ま
た
、
今
回
は
、
募
集
か
ら

採
択
ま
で
の
期
間
が
短
か
っ
た
と

思
う
が
、
今
後
の
課
題
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
市
民
協

働
事
業
を
進
め
る
上
で
、
協
働
と

は
何
か
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
が
、
今
後
の

啓
発
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　

答　

新
た
な
制
度
と
し
て
相
互

提
案
型
の
市
民
協
働
事
業
を
実
施

し
、
市
民
か
ら
６
件
、
行
政
か
ら

１
件
の
提
案
が
あ
っ
た
。
市
民
協

働
市
場
で
の
協
議
を
経
て
、
公
益

性
な
ど
の
視
点
か
ら
市
民
提
案
が

２
件
、
行
政
提
案
が
１
件
採
用
さ

れ
た
。
今
後
、
募
集
か
ら
採
択
ま

で
の
期
間
の
問
題
や
協
働
事
業
に

対
す
る
理
解
不
足
な
ど
の
課
題
を

踏
ま
え
、
制
度
を
検
証
し
て
い

く
。
市
民
協
働
事
業
の
推
進
に

は
、
市
民
と
行
政
が
制
度
を
理
解

す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、
職
員
に
は
専
門
機

関
で
の
研
修
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
も
市
民
活
動
団
体
の
育

成
な
ど
、
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
「
環
境
政
策
に
つ
い

て
」「
表
彰
条
例
の
見
直
し
に
つ
い

て
」
を
質
問
）

前年度比較
予　算　額会　計　名

増減率増減額

△０．７％△１億８，０００万円２６７億７，０００万円一 般 会 計

２．８％２億６，１００万円９５億９，０００万円国 民 健 康 保 険 事 業

特　

別　

会　

計

２．１％６，２００万円２９億６，１００万円下 水 道 事 業

△２６．７％△２億５，６００万円７億２００万円深谷中央特定土地区画整理事業

１５．３％４億７，２００万円３５億６，５００万円介 護 保 険 事 業

１１．７％７，０００万円６億６，６００万円後 期 高 齢 者 医 療 事 業

３．６％６億９００万円１７４億８，４００万円計

１．０％４億２，９００万円４４２億５，４００万円合　　　計

平成 ２４年度各会計の予算規模

２６７億 
７，０００万円 

歳入総額 

２６７億 
７，０００万円 

歳出総額 

自 依 

主 存 

財 財 

源 源 

地方譲与税など 
４億５，４６０万円 
（１．７％） 

国有提供施設等 
所在市町村助成交付金等 
１２億円（４．５％） 

地方消費税交付金 
８億円（３．０％） 

諸収入 
７億７，７４７万円（２．９％） 

繰越金 
５億円（１．８％） 繰入金 

４億２，５９９万円（１．６％） 
分担金及び負担金など 
４億９，８２６万円（１．９％） 

県支出金 
１３億９，５４６万円 
（５．２％） 

市債 
１６億９，７２０万円 
（６．４％） 

地方交付税 
１０億８，０００万円（４．０％） 

市税 
１２６億８０１万円 
（４７．１％） 

市税 
１２６億８０１万円 
（４７．１％） 

国庫支出金 
５３億３，３０１万円（１９．９％） 

（５５．３％） （５５．３％） （４４．７％） （４４．７％） 

総務費 
２５億８，６５３万円 
（９．７％） 

総務費 
２５億８，６５３万円 
（９．７％） 

衛生費 
２２億２，９７７万円 
（８．３％） 

衛生費 
２２億２，９７７万円 
（８．３％） 

土木費 
５４億２，７９６万円 
（２０．３％） 

民生費 
９２億３，０４５万円 
（３４．５％） 

民生費 
９２億３，０４５万円 
（３４．５％） 

公債費 
１７億１，９６３万円 
（６．４％） 

教育費 
３２億５，５５０万円 
（１２．１％） 

消防費 
１０億６，４７３万円 
（４．０％） 

その他 
１２億５，５４３万円 
（４．７％） 

一般会計予算歳入・歳出の状況

あ
や
っ
こ
り
ー


